
令和７年度 東部中学校 第１回学校運営協議会 

 

学校の教育目標 

          目指す学校像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心豊かで創造性に富み、主体的に活動する生徒を育てる 

一人一人が輝く笑顔あふれる学校 

〇笑顔と活気にあふれる学校 

   ・笑顔・・・温かい人間関係、友達と仲良し、いじめがない安心安全な学級 

   ・活気あふれる・・・元気なあいさつ、自主的・主体的な活動、活発な意見交換 

〇学ぶ楽しさ、喜びが実感できる学校 

   ・わかる、できるを増やす・・・一人一人で、協働で 

   ・生徒が主体の授業改善・・・教師は伴走者、一方的な一斉講義型授業からの脱却 

〇教師が働く喜びを感じる学校 

・チームで対応・・・一人で抱え込まない、何でも相談できる、気付いてあげる、孤立させない 

   ・ワークライフバランス・・・仕事も生活も充実、切り替え、とにかくバランスが大事 

〇地域・保護者から信頼される学校 

   ・コミュニティ・スクール・・・地域、保護者と積極的に向き合う、協力関係 

   ・地域の資源の活用・・・人材活用、体験・見学学習、ふるさとキャリア教育 etc 

ウェルビーイングな学校を目指して 

東部中学校の生徒だけでなく、彼らをを取り巻く全ての人が幸せや豊かさを感じられる 

保護者 

地域の方々 

教職員 

東部中学校の子供たち 
安心して学校に

預けられる 

地域で育てて 

もらってる 

子供たちのために

何か役に立ちたい 
自分の得意なことが

活かされている 

また明日も学校に行

きたいと思えるように

楽しい授業をするぞ 

親としてPTA

でも何かでき

ないかな 

毎朝元気な挨拶を

してくれて嬉しい 

地域の人との関り

で教育活動に厚

みが生まれた 



【最近の生徒の実態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す生徒像 

 

 

 

 

 

 

  

学校運営の重点 

 
【徳】 思いやりの心をもち、正しく判断し、行動する生徒 

【知】 自ら課題をもち、自己調整しながら主体的に学ぶ生徒 

【体】 自ら心身を鍛え、健康と体力の向上に努める生徒 

 
【徳】 ・温かい人間関係を基盤とした学級づくり →生徒と先生の信頼関係 

・道徳教育、人権教育を核とした豊かな心の育成 →善悪の判断、痛み 
・いじめへの丁寧な対応 →見逃し０を目指す 

           未然防止に向けて 
・学校生活アンケート（毎月） 

              ・定期教育相談（毎学期） 
               ・ネットトラブル防止教室 （報 モラル） 

・学級人権宣言 
・不登校（傾向）生徒への対応 →相談室の運営 

   学習指導員の活用 

【知】 ・ 分 かった、できた」が実感できる楽しい授業づくり           

→友達と関わって学ぶ楽しさ、 かる喜びを 
・問題発見・解決能力の育成（授業のアップデート） 
   →正解のない問いに試行錯誤しながら取り組む意欲 
・AARサイクルの実践 
（Anticipation 見通し ⇒ Action 学習 ⇒ Reflection 振り返り） 

【体】 ・心身ともに健康な基本的な生活習慣づくり （家庭との連携が必須） 
→健康づくりノート、分早寝･早起き･朝ごはん」チェックカード 

・自ら安全に行動する能力や態度の育成 
  →交通安全教室、救命講習、 

避難訓練（火災・地震・津波・不審者対応） 
 

無気力・無関心 

主体性に欠ける 

学習意欲の低下 

生徒指導上の問題は、ほぼスマホ関係 

  画像無断掲載、誹謗中傷、仲間外れ 

昼夜逆転 

不規則な生活 

不登校（傾向） 



 

 【R6の取組】 

 

 【R7の取組予定】 
・創立記念講演（4/19 済）・・・講師 小西 史紘 氏（本校出身） 

           劇団四季分アナと雪の女王」等のオーケストラでパーカッションを担当 

ミュージシャンや映画音楽のレコーディングにも携わっている。 

・社会に学ぶ 14歳の挑戦・・・７/７（月）～12（土）のうち５日間 

               協力事業所（44＋α）の確保＜生徒数 13名増＞  

・学習での補助・・・裁縫実習（１年）、調理実習（２年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【地域総ぐるみで子供を育てる】 【地域とともにある学校づくり】 
① 地域の教育資源（人・もの・こと）を活用した厚みのある教育活動の充実 

 ② 地域の人とのふれ合い活動 
 ③ 子供たちの地域貢献活動 
 

①４月分創立記念式 記念講演」  

・講師 中村 淳一郎 氏（経田出身） 富山市相撲連盟理事長 

②６月分魚津神社祭礼での夜の巡回」（３日間）  

   ・保護者（ＰＴＡ役員） 

③７月分14歳の挑戦（職業体験）での生徒の受け入れ」（５日間） 

    ・協力事業所（44） 

④10月分登校時の挨拶運動」（５日間） 

   ・保護者（ＰＴＡ役員） 

⑤11月分合唱祭での受付、ホール出入口の見守り」 

   ・保護者（ＰＴＡ役員） 

⑥11月～１月分家庭科での実習支援」（１年の裁縫実習：マイバッグ製作） 

・地域ボランティア８名による実習支援（手縫い、ミシン縫い）       

・１学級５時間×４学級＝20時間 

多様化する価値観・ライフスタイル 
地域社会とのつながりの希薄化 

学校が抱える問題は、複雑化・困難化している状況 



 【今年度のアクションプラン】 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【生徒指導】達成目標 80％以上  ※ 個人目標の設定と振り返り 
Ｒ５：学校行事に意欲的に取り組む生徒･･･体育大会（96％） 

                  合 唱 祭（97％） 
Ｒ６：生徒会活動に進んで参加する生徒･･･１学期 86％ 

２学期 57％ 

 Ｒ７：自分から進んで挨拶ができる生徒･･･80％以上 

 
【学習指導】達成目標 80％以上  ※ ＡＡＲサイクルの共通実践 
 Ｒ５：自 で計画を立てて学習に取り組む生徒･･･１学期 54% 
                        夏休み 62％ 
Ｒ６：自 で計画を立てて学習に取り組む生徒･･･１学期 68％ 
                       ２学期 65％ 

 Ｒ７：自主学習ノートを使って自主学習に取り組む生徒･･･80％以上 

 
【保健安全】達成目標 80％以上  ※分早寝･早起き･朝ご飯」の呼びかけ･ﾁｪｯｸ 

 Ｒ５：平日、６時半までに起床する生徒･･･８月（64％）12月（53％） 
Ｒ６：平日、自 で決めた時刻までに起床する生徒･･･９月 95％ 
                         １月 92％ 

Ｒ７：平日、自分で決めた就寝時間・起床時間を守って生活できる生徒 

･･･80％以上 
 


